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英語学習効率を飛躍的に伸ばす 
eラーニング環境	


●背景と目的	


●特長	


社会メディア総合研究所 
知能ロボティクス研究所	


企業や高等教育機関でグローバル人材の育成が急務となっています。グローバルな
活動には英語運用能力は欠かせませんが、その学習には膨大な時間がかかります。
そこで、科学的根拠に基づき効果が実証された学習メソッドを提供するため、学習技
術とeラーニング環境の研究を行っています。	


1.  学習実験による効果の検証 

　　 
　　 
 
 
 

2.  eラーニングで学習実験 
様々な学習者の学習データが蓄積され
つつあります。 
 
 
 
 
 
 
 

3.  製品化 
「ATR CALL」として、全国の学校や企
業への導入が始まっています。 

●今後の予定	


基礎研究と製品開発のスパイラルな関係を築きます。 

 
 

音声学習の重要性 
発音自動採点技術	


学習メソッド	
  
 

時間・場所の制約がない 
多くの学習者を対象 

学習の質保証 

eラーニング	


結果例：聞き取りと発音の間で訓練効果が相互に転移	


どう組み合わせるのが効果的か？ 
言語処理の要素 
 
 
 

語学の４技能 
音韻	
 韻律	
 語彙	
 文法	


読む	
 書く	
 聞く	
 話す	
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知覚	
 発音	


知覚訓練で発音力もアップ	
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発音	
 知覚	


発音訓練で知覚もアップ	


訓練前	


訓練後	


TOEICの設問を使った学習実験 
 

 
 
 

TOEICの課題　　　基礎スキル課題 
　　Part1～Part7 　　　　　発音、聞き取り、構文・・・ 
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楽天社新人研修
(N=56)	


4月	


5月	
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京都外国語大学
(N=56)	


4月	


7月	
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結果例：平均20時間の学習でTOEICスコアが有意に上昇	


A社の例：最低学習時間が長
くなるほどスコアの伸びが大	
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一般に、TOEICスコアを1点あげ
るには、1時間～3時間の学習

が必要といわれています。	


[応用例]	
  
1名の音声で学習すると失敗
することがあります。	


[応用例]	
  
eラーニングなら、多数のネイ
ティブの音声で学習できます。	
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